
ホームページを持っている企業はめずら

しくはなくなったが、これはというコンテン

ツを流している企業となると途端に数が少

なくなる。リクルートでは自社で発行して

いる情報誌の中身そのままをインターネッ

トでも提供するという思い切った試みを今

年2月からスタートさせて利用者の好評を

博している。企業ホームページは「インタ

ーネット、やってます」というだけでは通

用しなくなってきているのだ。

“本丸コンテンツ”をインターネットに

95年3月にスタートしたリクルートのホー

ムページ“Mix Juice”は開始後1年を経て

大幅に内容を更新し、アクセス数が爆発的

に増えはじめた。同社が販売している情報

誌の内容をまるごとインターネットで提供

しはじめたのである。まず2月から賃貸住宅

の“ふぉれんと”と“リクルートブック”

を、さらに4月に入って“カーセンサー”、

“ダ・ヴィンチ”、“デジタル・ビーイング”

と大量投入が始まった。このプロジェクト

の推進役にあたる、同社の電子メディア事

業部次長・高橋理人さんと課長・荒井尚

英さんに聞く。

「ホームページそのものは昨年3月からス

タートしていたんですが、掲載されている

情報は企画記事や会社案内的な内容のも

のが多かったんです。そのページに、われ

われが“本丸コンテンツ”と呼んでいる情報

誌の本質的な情報を出すにあたって考えた

のは、たとえば住宅情報なら1つ1つの物件

の情報は、不動産業者さんから広告料をい

ただいたものであると同時に、お金を払っ

て本を買っていただいているお客さんもい

るわけです。この状況で、情報をインターネ

ットに対して出すコストを、広告主さんの

ほうに求めることができるのかどうか、ま

たこの情報に対してお金を払っている人が

いる一方で、インターネットで無料提供する

ことは許されるのか。ホームページを立ち上

げた段階ではまだこういったことに関して

整理がついていなかったんです」（荒井さん）

雑誌の販路は、
これ以上ないというところまで広がった

ただ、雑誌社や出版社と違うのは、情報

誌出版社としてのリクルートの原点が、無

料で配布される大学生向けの就職情報誌で

あるという点だ。無料媒体を広告費で運営

するというビジネスについてはベテラン中の

ベテランである。

「情報誌をビジネスとするうえで、とにか

く本屋さんなら、そこのいちばんいい場所

に置いてもらえるよう交渉し、駅でも、コ

ンビニでも扱ってもらい、『どこで手に入る
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紙媒体の情報誌がまるごとインターネットに。そんなサービスがリクルートのホームペ

ージ“Mix Juice”だ。インターネットでマンションを探す、中古車を探す。この、本当

に便利なサービスを提供するリクルートを訪ねてみた。 レポート 喜多充成
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の？』と聞かれることがないように、ここ

10数年努力してきた歴史があります。しか

し、雑誌の販路はこれ以上広げようがない

ところまできてしまいました。情報誌を作

って売ってきた本来の目的は、一人でもた

くさんの人の目に触れ、その情報を生かし

て生活を便利に豊かにしてもらうというこ

とであり、ならばその手段は雑誌でもファ

クスでもインターネットでも何でもいいはず

です。そう考えれば、情報誌の延長線上に

インターネットがあり、どちらかがどちらか

の領分を浸食するというものでもないだろ

うと考えることにしたんです」（高橋さん）

「2月から“リクルートブック”と“ふぉれ

んと”を立ち上げて以降のアクセスは、それ

はもう大変なものでした。反響のメールも

『素晴らしい』『これは使える！』『いまま

で見たなかで一番』、それに『重いぞ！』と

（笑い）。いくらページを軽くしても、アク

セス数の急増に追いつかない状況です。回

線を1.5Mバイトに大幅増強しますので、だ

いぶ改善されると思いますが」（高橋さん）

ホームページには、はっきりと分かる
象徴的な何かが必要

インターネットの利用者の間でも、すっ

きりして特徴のある第一画面のデザインと

相まって、“Mix Juice”の認知度は高まっ

ているようだ。ちょうど電車の中吊り広告

のような形で縦書き文字を中心に構成され

たページデザインは新鮮に映る。もちろん

縦書きの文字はテキストデータでなくGIF

画像だが、ダウンロードは決して重くない。

「これだけ世の中にホームページが増えて

くると、ページの特色を出すのが大変です。

“Mix Juice”を始めるときに誰が見てもは

っきり分かる象徴的な何かが必要だと考え、

検討の結果生まれたのがあの縦書きのデザ

インなわけです。3月までのホームページの

第1画面は、データ量を全部あわせても20K

バイトもありません。ミニマイズには血ま

なこで取り組み、画像はすべて8色以下で

す。あいまいな色使いを避けて、ビットマ

ップで色が飛び散ったりしないように注意

を払うなど、デザイン的にはかなり手間を

かけました。4月の模様替えでもページ全体

で24Kバイト程度。かなり軽い画面にでき

上がっているので、分かる人には分かって

もらえると思うのですが」（荒井さん）

何気ないインターフェイスにも
大変気を使った

単に画像のファイルサイズを小さくする

という裏方でのご苦労と同時にページの全

体的な構成もよく練られたものだ。

「お金をかけて作ったはいいが、作ったか

らにはどんどん情報を更新していかないと

リピーターは増やせません。これを単に更

新するだけでなくいつ更新されるのかを早

め早めに知らせていくほうがより親切だろ

うと考え、ページの最上段にカレンダーが

ついていて、この先1週間でどんな情報が

入ってくるかがすぐ分かるようになってい

ます」（高橋さん）

「こういったビジュアルインターフェイス

を担当しているのが、入社3年めのデザイ

ナーです。コミュニケーションデザイニング

をよく勉強し、たいへん造詣の深い人物が

中心になっています。また、“ふぉれんと”

の部屋探しの画面ではユーザーがいったん

入力した検索条件をそのまま次の画面に反

映させるため、サーバー側で毎回HTMLを

書き換えて送っています。何気ないことの

ように見えてWWWでこれをやるのはかな

り高度なテクニックが必要で、この仕組み

の作成にも腕利きのエンジニアたちがあた

っています」（荒井さん）

データの加工作業の手間は
生易しいものではない

リクルートのグループ企業にリクルート・

コンピュータ・プリントという専門の印刷

会社があり、膨大なデータ量の情報誌出版

物の印刷前工程を一手に担っている。

「たとえば住宅情報では、物件の情報が

書き込まれた専用の原稿用紙がファクスで

送られてきて、これを号令一下かきあつめ

られたオペレーターが一気に入力し、版下

までを作ってしまいます。物件情報は鮮度

が命ですから、作業工程は究極まで切り詰

められています。しかも、ここのデータは

値段など数字が最も重要なわけですから間

違いも許されない。原稿が届いてから書店

に並ぶまでのスピードはどこの会社も真似

できないところでしょう」（高橋さん）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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デジタルデータがもともとあるのだから、

それをそっくり持ってくればそんなに手間の

かかる作業ではない、と思ったら大間違い。

「“ふぉれんと”の場合は、最終的な印刷

工程に入る前の段階で、タブ区切りのテキ

ストデータで物件の情報を受け取っていま

す。30000件といわれる情報は、データ量

にしたら十数Mバイト。MOに入れて社内

便で月曜の朝に我々の手元に届き、その日

の午後にはサーバーに載せるための前処理

が終わります。そして水曜日の発売と同時

にサーバーでも情報を公開するという手順

です。元データがあるんだからそれをそっ

くり持ってくればOKというほどデジタル化

は生易しいものじゃないんです。文字コー

ドの違いや住所、地名、固有名詞などのた

めの外字テーブルが必要だし、それでも対

応できない文字の場合はお客さんに略字で

許してもらえるよう話をつけなければなら

ない。リクルート・コンピュータプリント

にそのノウハウがなかったら、とてもこんな

短時間でインターネットに物件データを載

せることはできませんでした」（荒井さん）

いつかは有料の情報サービスを実現させたい

かくして同社の情報誌のいくつかは、現

在デジタルメディアと紙媒体の2本立てで

提供されている。しばらくの間は紙媒体の

上がりをデジタルにつぎ込むかたちで運用

されていくことになるが、この点について

はどんなスタンスでいるのか？

「自分たちで集めてきたデータがあり、技

術者もいて、たくさんの人に伝えたいとい

う目的があったから、インターネットを使

わない手はないというのが出発点で、これ

が従来のメディアに及ぼす影響を現時点で

どう考えているのかと聞かれても、明快な

答えは何もないのが正直なところです。た

だ、インターネットで情報を提供していく

ことを、今後もずっと無料でやっていきた

いかというと、そうではありません。今は

まだデジタルだからと余計にお金をいただ

くことはできませんが、見る人に納得して

もらえて、ちゃんと料金をいただけるシス

テムが実現したなら、有料の情報サービス

はぜひ実現したい」（高橋さん）

「広告主さんに対する当社のスタンスと

して、インターネットに載せるからプラス

アルファをいただくという料金設定を、現

状の紙媒体の延長線上でやっていくのは難

しいと思っています。作業の面でも住宅情

報などのようにデータが膨大になりますと、

どの業者さんが付加料金を払っていて、ど

こが払っていないのか、それを管理して情

報を切り分けるだけでもたいへんに手間が

増えます。それをするなら、もう始まって

いる“デジタル・ビーイング”のように、

紙媒体だけでも、インターネットだけでも、

両方に載せてもよいという新しい受け皿を

用意しなければならいし、デジタルならで

は、インターネットならではのメリットを生

かした情報提供の形を打ち出していく必要

があると思います」（荒井さん）

ユーザーと個人的な関係を
持てるのがインターネットの強み

その試みの1つとして“ふぉれんと”では

検索条件を設定しておき、それにひっかか

った物件を電子メールで送ってくれるサー

ビスを始めている。たとえば「東急東横沿

線、2LDKで13万円以内」で条件設定し

ておくと、毎週水曜の雑誌の発売とともに

その条件でヒットした物件のリストが電子

メールで送られてくる。「世界につながるイ

ンターネット」を目蒲線沿線のアパート探

しに使うこともできるという目新しさが売

りだ。

「ホームページをやってきて、われわれが

意識していることの1つに『ユーザーと個人

的な関係を持つ』ということがあります。
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たくさんのおいしいものが
混ざってできてるから
“Mix Juice”という名前
になった。

j http://www.recruit.co.jp/

サーバーアドレス

“ふぉれんと”のホームページ。
非常に便利なサービスである。
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メディアのインタラクティブ性を生かして、

ユーザーと1対1の関係をつくれることが雑

誌媒体にないインターネットの強みですか

ら」（荒井さん）

それぞれの媒体に応じたサービスを

そうやって培われた関係をベースに、た

とえば雑誌の発売より1日早く物件情報が

送られてくるなら、十分にお金を取れるサ

ービスに育つ気がする。

「そういう視点は非常に重要で、今後そ

れぞれの媒体で提供している情報の種類に

応じて議論しなければならない問題だと思

います。リクルートが出版している情報誌

は約20誌。賃貸物件の情報だけでなく、

自動車や就職、国内旅行、海外旅行、学

校・スクール、ゲームソフト、書籍情報な

ど多岐にわたり、データベースとして提供

することになじむもの、なじまないものがあ

るんです。賃貸物件の情報なら新鮮なデー

タを大量に保有し、かつそれらが検索しや

すいということが重要で、過去のデータを

貯めておく必要はありません。これが

“ダ・ヴィンチ”のような書籍・書評の情

報なら、新鮮さよりも過去のバックナンバ

ーも利用できたほうがアクセスしてくるユ

ーザーにとってはありがたいのではないか。

“カーセンサー”のような中古車情報になれ

ば画像データは不可欠になりますし、だい

たいの相場が分かるような工夫が必要です。

一方国内国外の旅行情報は、最初から欲

しい情報がはっきりしている場合より、パ

ラパラめくって意外な発見をするほうが楽

しかったりしますから、これをデータベース

に載せる意味があるのかどうか媒体ごとに

検討が必要になるわけです」（高橋さん）

こうやったら儲かるという鉄則はない

電子メディア事業部は昨年7月に発足し、

この4月から約50名のスタッフで運営され

ていく。同社のインターネット事業の先導

役となるわけだが、最終的には各事業部が

直接インターネットビジネスを手がけられ

るように指導していく、いわばインストー

ラー的なセクションである。

「森羅万象をすべて盛り込むのはとても

無理。それぞれが持ちネタで勝負していか

ないと、インターネットのなかでも成功を

収めることはできないと思います。“Mix

Juice”を始めたことでいろいろ取材も受け

ましたが、決まって聞かれるのは『で、どの

くらい儲かると予想を？』という質問です。

でも、これは全然分からない。ネットワー

クの中はまだいろんなことの因果関係がは

っきりしていない世界ですね」（高橋さん）

「確かにこうやったら儲かるという鉄則は

ありません。ただし、よかれと思ってやっ

てみて世の中の好評を博せば、新しいアイ

デアや仲間は後からついてくる。“ふぉれん

と”でも、最初は半信半疑だった事業部サ

イドが今では大乗り気、不動産業者さんに

も好評で、プランがどんどん広がっていま

す」（荒井さん）

●

インタビューを終えて感じたのは、紙メ

ディアと電子メディアの補完関係の重要さ

だ。紙媒体だけでもビジネスにはなってい

るが、爆発的な成長は望めない。一方、誰

でも手に入る紙媒体があり、それを手にと

って確かめることができるからこそ、イン

ターネットで提供している情報にも信頼が

置かれている。今後この2つをどう関連づ

けていくにしろ、情報を集積し、整理し、

分配することをビジネスとしているリクル

ートのような企業なら検討と実践にいくら

金がかかっても、投資しすぎるということ

はないだろう。
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インターネットビジネス利用の現場から

“カーセンサー”も検索サービスを始めた。

バックナンバー検索ができる
“ダ・ヴィンチ”のページ

ヒット数の統計図。“ふぉれんと”と“リク
ルートブック”がサービスインしてから、爆
発的にアクセスが増えた。

95年4月 95年7月 95年10 96年1月 96年2月 

25万件 

49万件 
56万件 

84万件 
 

314万件 
“ふぉれんと”“リクルートブック” 

サービス開始 
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